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国際感覚に優れ、高度の専門能力と高い語学運用能力に裏打ちされたグロー
バルビジネスリーダーを育成することをめざし、2019年4月に開設された国
際経営学部。徹底した基礎作りから、きめ細かなサポートで知識をつけ、留学
や実社会とのつながりで経験値を獲得する国際経営学部特有の学習メソッドを、
ここで改めて紹介いたします。

世界を動かす人になろう
国際経営学部特有の学習メソッド

グローバルビジネスリーダーへグローバルビジネスリーダーへ

卒業論文の
執筆による集大成

実践力を身につける

基礎力と理論を習得

異文化理解力を習得

海外インターンシップ

2年次からのゼミ
「専門演習Ⅰ」

1年次からのゼミ
「入門演習」

中長期留学、国内外における
「実践的活動Field Studies」

海外短期留学
「Global Studies」

企業訪問

中長期留学、キャリア教育

3
年次

4
年次

2
年次

1
年次

Point 授業の 7 割以上が「外国語」�  
最先端の経営学を英語で学ぶ

国際経営学部では、設置科目の7割以上が外
国語（主に英語）による授業。卒業に必要な単位のすべて
を英語による授業で取得することも可能です。また、米国
ProQuest社「Ebook Central Academic Complete」を
はじめとする電子資料をテキストやサブテキストとして活用。
海外の最新事情を積極的に取り上げるとともに、英語運用能
力の強化をめざします。

Point 国際経営学の基礎を盤石にする� 
「チュートリアル授業」

国際経営学のメインとなる科目では、理解を
より深めるために週2回授業が行われます。そのうち、幾つ
かの科目では、1回目の授業で講義を行った後、2回目にその
補習となる「チュートリアル授業」を実施し、講義回のフォ
ローアップを行います。基礎固めを行い、専門知識をしっか
りと定着させます。

Point 初年次から始まる�  
全学年必修の演習

初年次の「入門演習」では、PCスキルやメディ
アリテラシーの向上に加え、経営学や経済学、統計学、地域研究
といった教員の専門知識を享受し、学修に対する探究心を刺激し
ていきます。２年生から４年生までは「専門演習」として特定のテー
マについて調査・研究を行い、専門性を高めていきます。演習は
15人程度の少人数制で、担当教員がアカデミック・アドバイザー
となり、信頼関係も構築します。

Point 全学生が 1 年次から�  
海外短期留学を経験可能

4単位の科目として、1年次の夏期から3～ 4
週間の海外短期留学を経験できます。海外の企業活動や文化
に触れ、グローバル人材の基礎力として必要な、自己管理能
力、異文化適応能力、問題解決能力、コミュニケーション力
を養うことを目的として、全学生が必ず参加します。語学研
修のほか、企業訪問やインターンシップなどのビジネスプロ
グラムも充実しています。

Point  企業への訪問調査

「Open Your Eyes to Think of Your Own 
Career」をコンセプトに、学生が企業や公的機関を訪問調
査し、社会の入り口部分を学ぶ企画を実施しています。社会
への関心を高めてもらうことのほか、担当教員の指導のもと、
訪問に向けて社会人としての基礎的なマナーを学び、訪問ま
での準備を通じて段取りを整え、参加者をまとめる経験を積
むことを目的としています。

国際経営学部
Faculty of Global Management



グローバルビジネスリーダーを育成
国際経営学部のキャリア

内 定 先 一 覧
⿟⿟ ANAケータリングサービス
⿟⿟ ANAシステムズ（ANAグループ）
⿟⿟ DAC （デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム）
⿟⿟ DISCO
⿟⿟ Dyson
⿟⿟ FWD生命保険
⿟⿟ IHI
⿟⿟ JCB
⿟⿟ JX金属
⿟⿟ NAAリテイリング
⿟⿟ NEC
⿟⿟ Nikon
⿟⿟ NTTドコモ
⿟⿟ NTT東日本
⿟⿟ PwCアシュアランス合同会社
⿟⿟ PwCコンサルティング合同会社
⿟⿟ SMBCコンシューマーファイナンス
⿟⿟ SMBC日興証券
⿟⿟ SoftBank 
⿟⿟ Works Human Intelligence 
⿟⿟ あいおいニッセイ同和損保
⿟⿟ アクセンチュア
⿟⿟ アパホテル
⿟⿟ アビームコンサルティング
⿟⿟ イオンリテール
⿟⿟ イオン保険サービス
⿟⿟ イトーキ
⿟⿟ エムエム建材

⿟⿟ オリゾンシステムズ
⿟⿟ キャップジェミニ
⿟⿟ きんでん
⿟⿟ クボタ
⿟⿟ コーエーテクモホールディングス
⿟⿟ コスモエネルギーホールディングス
⿟⿟ コニカミノルタ
⿟⿟ シャープ
⿟⿟ スズキ
⿟⿟ セキスイハイム
⿟⿟ セブン-イレブン・ジャパン
⿟⿟ タタコンサルタンシーサービシーズ
⿟⿟ テイエステック
⿟⿟ デロイトトーマツコンサルティング
⿟⿟ ニトリ
⿟⿟ ノジマ
⿟⿟ パーソルプロセスアンドテクノロジー
⿟⿟ ファーストリテイリング
⿟⿟ ファミリーマート
⿟⿟ フランスベッド
⿟⿟ プルデンシャル生命
⿟⿟ ベニレイ
⿟⿟ ベネッセスタイルケア
⿟⿟ ホンダトレーディング
⿟⿟ マツモト交商
⿟⿟ マブチモーター
⿟⿟ マルハニチロ
⿟⿟ マンパワーグループ

⿟⿟ ミサワホーム
⿟⿟ メタルワン
⿟⿟ ろうきん中央機関グループ
⿟⿟ 楽天
⿟⿟ 丸紅
⿟⿟ 近鉄エクスプレス
⿟⿟ 五洋建設
⿟⿟ 高砂熱学工業株式会社
⿟⿟ 鴻池運輸株式会社
⿟⿟ 阪急阪神エクスプレス
⿟⿟ 三井金属鉱業株式会社
⿟⿟ 三菱UFJモルガン・スタンレー証券
⿟⿟ 三菱重工業
⿟⿟ 三菱商事
⿟⿟ 三菱地所パークス
⿟⿟ 三菱電機
⿟⿟ 三和シヤッター工業
⿟⿟ 山崎製パン
⿟⿟ 住商グローバルロジスティクス
⿟⿟ 住信SBIネット銀行
⿟⿟ 住友不動産ヴィラフォンテーヌ
⿟⿟ 昭光通商
⿟⿟ 情報技術開発（tdiグループ）
⿟⿟ 新電元工業
⿟⿟ 成田国際空港
⿟⿟ 西日本鉄道
⿟⿟ 川崎重工業
⿟⿟ 村田製作所

⿟⿟ 大樹生命保険
⿟⿟ 大創産業
⿟⿟ 大日本印刷
⿟⿟ 大林組
⿟⿟ 第一生命
⿟⿟ 中央大学
⿟⿟ 中日本高速道路
⿟⿟ 電通
⿟⿟ 電通デジタル
⿟⿟ 東京電力ホールディングス
⿟⿟ 東京都庁
⿟⿟ 東洋建設
⿟⿟ 日揮ホールディングス
⿟⿟ 日研トータルソーシング
⿟⿟ 日本ヒューレット・パッカード・エンタープライズ
⿟⿟ 日本光電
⿟⿟ 日本航空（パイロット職）
⿟⿟ 日本放送協会（NHK）
⿟⿟ 日野自動車
⿟⿟ 能美防災
⿟⿟ 飯野海運
⿟⿟ 富国生命
⿟⿟ 富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
⿟⿟ 富士通
⿟⿟ 豊田自動織機
⿟⿟ 北海道エアポート
⿟⿟ 明治安田生命
⿟⿟ 郵船ロジスティクス

 国際経営学部教授
キャリア教育委員会委員長代行

（2022 年 10 月時点）

飯
い い だ

田 朝
あ さ こ

子

決めた学生もいます。日本の企業活動はグローバル化
しており、海外事業展開の即戦力となる人材として、
専門科目を外国語で学んだ学生が適任であると判断さ
れているからでしょう。今後、GLOMAC卒業生達がさ
らに国際社会で活躍し、中央大学の名を世界で高めて
くれることを期待しております。

学部のもう一つの課題は、多く所属する留学生の就
職支援です。日本で就職を希望する学生のためにセミ
ナーを開いたり、日本語教育を充実させたりするなど、
世界の国々との懸け橋と
なる卒業生を育成して行
きたいと思っています。
国際化する教育環境から、
ビジネスのグローバル化
を一層推進できるよう努
力を続けてまいります。

2019年に誕生した国際経営学部（GLOMAC）も、
来春初めて卒業生を送り出すことになります。1期生の
４年生がどのような進路先へと進むのか、我々教員も
楽しみでなりません。

学部創設当初よりのディプロマポリシーには「活躍
することが期待される卒業後の進路」の項があります。
そこには「国際感覚に優れ、高度の専門能力と高い語
学運用能力に裏打ちされたグローバルビジネスリー
ダー」の輩出が掲げられています。GLOMACなる若い
学部が、果たして社会でどのように評価されるのか未
知数ではありましたが、４年生は持ち前のパイオニア
精神と積極性で希望のキャリアに向かって努力を重ね、
吉報をもたらしてくれています。

授業の7割以上を外国語（主に英語）で行うという特
徴を持つ国際経営学部。中央大学のＯＢＯＧの皆さま
のご支援を頂戴し、多くの企業様に高いご評価と期待
を寄せていただいております。内定先一覧にもありま
すように、グローバル企業や外資系企業のほか、国際
的な活動をしているコンサルティング企業への就職を

※任意のアンケートに回答した、一部の学生の内定先になります。
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う
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
団
体
の

目
的
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
べ
な
い
新

入
生
に
情
報
提
供
を
行
う
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
会
を
実
施
す
る
こ
と
。
そ
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
り
、
結
果
的
に
参
加
し
た
多
く

の
新
入
生
か
ら
「
不
安
が
払
拭
で
き
た
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
に
至
り
ま
し
た
。
準

備
も
イ
ベ
ン
ト
も
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

そ
れ
に
と
も
な
う
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

団
体
（
組
織
）
と
し
て
の
議
論
や
意
思
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
、
自
分
自
身
大
き
く

成
長
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
経
営
学
部
主
催
の
企
業
訪
問

の
運
営
を
担
う
「
Ｃ
Ｖ
Ｓ
（C

om
pany 

V
isit Supporter

）」
と
い
う
団
体
の
立

ち
上
げ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
教
授
・
事
務

室
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
活
動
す
る
中
、
こ
ち
ら
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
や
り
取
り
の
難
し
さ
に
直
面
。
メ
ン

バ
ー
間
で
の
仕
事
の
割
り
振
り
が
う
ま
く
い

か
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
満
が
表
面
化
す
る
な

ど
多
く
の
問
題
が
勃
発
し
、
事
業
の
立
ち
上

げ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
厳
し
さ
を
思
い

語
を
話
す
友
人
た
ち
を
見
て
焦
り
を
覚
え
ま

し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
授
業
に
参
加
で
き

な
い
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
卒
論
も
す

べ
て
英
語
。
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
…
…
」

と
い
う
危
機
感
が
プ
ラ
ス
に
働
き
、
自
主
的

に
英
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
国
際
経
営
学
部
と
い
う
名
前
の

と
お
り
、
本
学
部
の
学
び
の
軸
は
経
営
学
で

す
。
私
は
戦
略
経
営
や
組
織
変
革
、
組
織
開

発
が
テ
ー
マ
の
木
村
剛
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
、「
経
営
学
部
を
卒
業
し
た
の
に
経
営
学

を
知
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
の
は
恥
ず
か
し

い
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
の
も
と
、
経
営
学

の
基
本
を
徹
底
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
卒
論

は
群
馬
電
機
が
販
売
す
る
音
声
Ｐ
Ｏ
Ｐ
「
呼

び
込
み
君
」
を
テ
ー
マ
に
書
き
上
げ
る
べ
く
、

目
下
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

授
業
や
ゼ
ミ
で
の
学
び
を�

	
団
体
活
動
で
実
践

英
語
や
経
営
学
の
学
修
と
同
時
に
私
が
力

を
注
い
で
き
た
の
が
、
国
際
経
営
学
部
独
自

の
団
体
の
設
立
と
運
営
で
す
。
ま
ず
、
大
学

２
年
次
の
春
に
「W

elcom
e2nd

」
と
い

英
語
が
苦
手
だ
っ
た
私
が�
	

国
際
経
営
学
部
へ

祖
母
が
株
取
引
を
し
て
い
る
姿
を
幼
い
こ

ろ
か
ら
見
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
経

済
や
経
営
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
か
こ
の
分
野
の
学
問
を
本
格
的
に

学
ん
で
み
た
い
、
ま
た
、
学
生
の
う
ち
に
外

国
人
の
友
人
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
中
央
大
学
に
国
際
経
営
学
部
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
設
置

科
目
の
７
割
以
上
が
外
国
語
（
主
に
英
語
）

に
よ
る
授
業
」「
留
学
生
比
率
が
高
い
」
と

い
う
点
に
引
か
れ
、
第
１
期
生
に
な
る
の
も

面
白
そ
う
だ
と
思
い
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
高
校
時
代
は
理
系

コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い
て
、
英
語
は
一
番
の

苦
手
科
目
で
し
た
。
中
学
校
で
英
語
を
学
び

始
め
た
当
時
は
、「I am

のam

と
は
な
ん

ぞ
や
？
」
と
い
っ
た
状
態
で
、「am

は
、
Ｂ

ｅ
動
詞
で
、
意
味
は
〜
で
あ
る
」
と
先
生
に

言
わ
れ
て
も
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た

ほ
ど
。
入
学
当
初
は
明
ら
か
に
周
囲
の
学
生

に
比
べ
て
英
語
力
が
低
く
、
ス
ラ
ス
ラ
と
英

国
際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
４
年　

私
立
東
洋
高
校（
東
京
都
）出
身

内う

ち

だ田 

彪ひ
ょ
う

国
際
経
営
学
部
の
実
践
的
な
学
び

2019年に開設された国際経営学部も今年で4年目。来春、国際経営学部の
1期生たちが世界へと羽ばたいていきます。
今回はそんな1期生の中から、苦手な英語を克服して念願の夢だったパイロッ
トの内定（JAL：日本航空株式会社）を勝ち取った学生に、国際経営学部での
実践的な学びについて話を聞きました。

国際経営学部から世界へ
夢を叶えた国際経営学部第1期生に聞く

国際経営学部
Faculty of Global Management
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国
際
経
営
学
部
で
の
経
験
が�

	

就
職
活
動
で
も
有
利
に

大
学
２
年
次
以
降
も
授
業
や
ゼ
ミ
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
機
会
に
数
多

く
恵
ま
れ
、「
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
え
ば

聞
く
人
の
心
を
つ
か
め
る
か
」
と
い
う
こ
と

を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
所
属
す
る
木
村
ゼ
ミ
で
は
、

「
ゼ
ミ
生
が
ゼ
ミ
生
を
選
考
す
る
」
と
い
う

珍
し
い
シ
ス
テ
ム
を
採
る
こ
と
に
な
り
、
私

自
身
も
ゼ
ミ
生
の
面
接
に
関
わ
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
人
物
像
を
求
め
る
の
か
、
そ
れ

に
当
て
は
ま
る
人
を
採
用
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
質
問
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
ゼ
ミ
の
仲

間
と
と
も
に
考
え
、
実
行
す
る
こ
と
で
、
面

接
官
の
視
点
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
面
接
で
志
望
動
機
を
聞
く
の
は
、

そ
の
人
が
成
し
遂
げ
た
い
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
と

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
致
度
を
確
認
す
る
た

め
だ
と
わ
か
り
、
そ
れ
が
就
職
面
接
で
の
明

確
な
回
答
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
第
一
志
望

で
あ
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
内
定
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
経
営

学
部
で
の
経
験
の
積
み
重
ね
の
お
か
げ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

�
	

最
後
に

国
際
経
営
学
部
は
と
て
も
魅
力
的
な
学
部

で
す
。
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
で
、
教
授
を
は

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま

で
学
ん
で
き
た
戦
略
経
営
や
組
織
変
革
の
知

識
を
実
践
に
落
と
し
込
む
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
も�

	

挑
戦
し
優
勝
！

大
学
１
年
次
に
は
ア
メ
リ
カ
に
短
期
留
学

し
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
Ｉ
Ｔ
企
業
を
巡
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ

の
興
味
が
増
し
、
自
分
も
ア
イ
デ
ア
で
勝
負

し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
。
そ
の
年
の
秋
、

本
学
商
学
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
野
島
廣
司
氏
（
株

式
会
社
ノ
ジ
マ
代
表
執
行
役
社
長
）
の
篤
志

を
受
け
て
中
央
大
学
が
主
催
す
る
「
野
島
記

念B
usinessC

ontest

」に
出
場
し
ま
し
た
。

提
案
し
た
の
は
、
新
た
な
広
告
収
入
を
軸
と

し
た
ア
プ
リ
を
通
じ
て
無
料
ト
イ
レ
の
空
き

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
事
業
。

「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ト
イ
レ
に
列
を
作
る
女

性
を
解
放
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
し
た
。
予
選
通
過
か
ら
本
選
ま

で
の
間
は
、
メ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
厳
し
い
指

導
を
受
け
て
は
考
え
を
整
理
す
る
〝
壁
打
ち
〟

を
何
度
も
繰
り
返
す
毎
日
で
し
た
が
、
そ
の

結
果
、
優
勝
と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
、
人
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
に
つ
い

て
も
学
ぶ
機
会
に
な
り
、
挑
戦
し
て
良
か
っ

た
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

じ
め
事
務
室
の
方
々
が
い
つ
で
も
親
身
に

な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、「W
elcom

e2nd

」
や
「
Ｃ

Ｖ
Ｓ
（C

om
pany V

isit Supporter

）」

を
皮
切
り
に
多
数
の
学
生
団
体
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
団
体
の
運
営
を
と
お
し
て
国
際
経
営

学
部
の
発
展
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
し
、
机
上
で
学
ん
だ
経
営
学
を
実

践
す
る
場
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
国
際
経
営
学
部
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
も
お
手
伝
い
し
ま

し
た
が
、
企
画
か
ら
提
案
、
実
行
、
評
価
、

改
善
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
生
自
身

の
足
で
踏
め
る
の
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で

あ
り
、
そ
う
し
た
経
験
が
経
営
学
の
学
び
を

深
め
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
英
語
を

使
う
機
会
が
多
い
国
際
経
営
学
部
で
は
「
英

語
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
危

機
感
を
常
に
抱
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
英

語
学
修
の
意
欲
を
か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

将
来
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍

し
た
い
と
思
う
人
に
と
っ
て
、
国
際
経
営
学

部
は
最
適
な
環
境
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

み
ず
か
ら
考
え
、み
ず
か
ら
行
動
す
る
―
―
。

す
べ
て
の
責
任
は
自
分
に
あ
り
、
何
か
を
得

る
チ
ャ
ン
ス
も
自
分
の
中
に
あ
り
ま
す
。
１
年

後
・
２
年
後
・
１
０
年
後
・
２
０
年
後
に
ど
ん

な
自
分
で
い
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
今
何
を
し

な
か
っ
た
ら
後
悔
す
る
の
か
。
皆
さ
ん
も
そ
れ

を
考
え
な
が
ら
、
１
日
１
日
を
大
切
に
し
て

能
動
的
に
行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
の
私
が
あ
る
の
は
、

ゼ
ミ
で
の
活
動
や
就
職
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
木
村
先
生
、
団
体
の
設
立
や
運
営
に

お
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
国
松
先
生
、

「
野
島
記
念B

usinessC
ontest

」
で
お
世

話
に
な
っ
た
野
島
様
、
メ
ン
タ
ー
の
佐
藤
様
、

そ
し
て
、
事
務
室
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

残
り
の
大
学
生
活
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

な
る
よ
う
、
私
自
身
も
１
日
１
日
を
大
切
に

し
な
が
ら
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Vol.16

主
な
活
動

私
は
同
学
部
の
仲
間
２
名
（
キ
ム
・
ヘ
ビ
ン
、

高
橋 

ト
レ
ス 

マ
ヌ
エ
ル
）
と
共
に
、
初
心
者
向

け
の
韓
国
語
学
習Instagram

ア
カ
ウ
ン
ト「
１

分
で
話
せ
る
韓
国
語
」
を
運
用
し
て
お
り
、
現

在
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
15
万
人
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
キ
ャ
リ
ア
特
集
と
い
う
こ
と
で
、
１

分
で
話
せ
る
韓
国
語
の
２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
本
の
出
版
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
韓
国
語
教
室
の

オ
ー
プ
ン
」
の
２
点
を
私
が
代
表
し
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

本
の
出
版
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
本
の
出
版
に
つ
い
て
で
す
。
私
た

ち
の
「
１
分
で
話
せ
る
韓
国
語
」
は
、
今
年
７
月

５
日
に
初
の
監
修
本
「
１
分
で
わ
か
る
！
は
じ
め

て
の
韓
国
語
」
と
し
て
宝
島
社
よ
り
出
版
さ
れ
ま

し
た
。

同
本
は
初
心
者
向
け
の
韓
国
語
学
習
本
で
、
有

隣
堂
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
書
店
に
並
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
11
月
に
宝
島
社
の
編
集
者
の
方
よ
り
、

本
の
出
版
に
つ
い
て
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。Instagram

の
Ｄ
Ｍ
（
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
か
ら
だ
っ
た
た
め
最
初

は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
お
打
ち
合
わ

せ
で
出
版
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

制
作
期
間
は
今
年
２
月
か
ら
６
月
末
ま
で
の

約
５
カ
月
間
で
、
本
の
構
成
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
な
ど
す
べ
て
を
ゼ
ロ
か
ら
考
案
し
ま
し
た
。

制
作
の
過
程
は
主
に
次
の
10
段
階
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
①
構
成
・
内
容
の
考
案 
②
台
割
作
成 

③
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成 

④
初
校
確
認
／
戻
し 
⑤
音

声
収
録 

⑥
再
校
確
認
／
戻
し 

⑦
念
校
確
認
／
戻

し 

⑧
念
々
校
確
認
／
戻
し 

⑨
色
校
確
認 

⑩
校

了 

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
つ
い
て
軽
く
説
明
す
る

と
、
①
～
③
で
本
の
構
成
や
内
容
を
固
め
る
と
、

制
作
会
社
の
方
が
そ
れ
に
沿
っ
て
初
校
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
初
校
に
対
し
て
、
私
た

ち
は
修
正
指
示
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
修
正
を
反
映
し
た
の
が
再
校
で
す
。
こ
の
よ
う

に
何
度
も
確
認
・
修
正
を
繰
り
返
す
の
で
す
が
、

双
方
が
納
得
で
き
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
来
な
ら
ば
念
校
の
確

認
が
最
後
に
な
る
は
ず
が
念
々
校
ま
で
確
認
す
る

か
た
ち
と
な
り
、
印
刷
開
始
日
が
迫
り
手
に
汗
を

握
り
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
校
了
ま
で
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

チ
ー
ム
と
し
て
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
た
め
、
前

途
多
難
で
は
あ
っ
た
も
の
の
完
遂
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
大

学
在
学
中
に
本
を
出
版
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
、
初
心
者
の
方

に
ぴ
っ
た
り
の
韓
国
語
学
習
本
な
の
で
、
も
し
興

味
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

韓
国
語
教
室
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

続
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
韓
国
語
教
室
「
ア

レ
イ
ナ
の
ハ
ン
グ
ル
教
室
」
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
「
た
っ
た
３
カ
月
で
日
常
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

動
画
講
座
を
通
し
て
韓
国
語
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

教
室
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
主
に
５
種
類
。
①

授
業
動
画
～
12
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
～
（
週
２
更

新
） 

②
限
定
動
画
（
月
２
更
新
） 

③
朝
活
３
分
ラ

国
際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
４
年

私
立
東
京
女
子
学
園
高
等
学
校
（
東
京
都
）
出
身

小こ
あ
な穴 

美み
さ
き咲

Instagram

を
通
じ
た

本
の
出
版
＆
新
規
事
業
立
ち
上
げ

韓国語教室

宝島社より出版されました
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国際経営学部教授　油
ゆ た に

谷 博
ひ ろ し

司

マネー、英語、そして将来

金融論を担当、そして専門演習ではマネーに関する幅広
いテーマを扱っています。また、入門演習、アジア経済論
とヨーロッパ経済論も担当しています。
「マネーは、英語よりグローバルな存在である」（日本経

済新聞、2008年2月1日）これは、『日経ヴェリタス』と
いう週刊の金融投資情報専門紙が2008年3月に創刊され
たときに同紙の販促広告で使われたキャッチコピーの一つ
です。うまく言ったものだと思いました。良い悪いはとも
かく、このコピーが意味するところに多くの人が同意する
のではないかと思います。

グローバルな存在であるからこそ、マネーほどではない
にしてもグローバルに使われている英語に触れる機会も多
いはず。であれば、マネー（金融）への関心から、英語の
熟達に至るという道もまたあるのではないかと思います。

国際的マネーセンター
といえば、ニューヨーク、
そして（EU 離脱後陰り
を懸念する声もあります
が）ロンドンでしょう。
アジアでは、香港やシン
ガポールが挙げられます。これらの都市では、皆、英語が
母国語であったり、公用語あるいは日常的に使われる言語
であったりします。

日本も、かつて「円の国際化」など、金融面での国際化
をめざした時期がありました。また、現在でも、東京都な
どが国際金融都市をめざした政策を打ち出しています。ほ
かの国際的マネーセンターと比べると、数ある課題の中で
も言語面の課題が長期的に立ちふさがっているように思え
ます。

金融、特に国際金融を学ぶと、いつかニューヨークやロ
ンドンで働くことを将来の夢と抱く人も多いでしょう。英
語能力においてほかの日本人より頭一つリードした国際経
営学部の卒業生にとって、先述の国際金融都市形成への貢
献は一つのチャンスであり、パイオニアとして活躍できる
可能性のある場であると思っています。

ジ
オ
（
週
１
更
新
） 

④
韓
国
語
ク
イ
ズ 

（
週
３
更

新
） 
⑤
会
員
限
定
ア
レ
イ
ナ
の
イ
ベ
ン
ト
（
月
２

～
開
催
） 
。
①
の
授
業
動
画
を
筆
頭
に
、
３
カ
月

で
韓
国
語
の
初
級
文
法
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
構
成

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
事
業
は
本
の
制
作
と
同
時
進
行
で

立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
本
の
出
版
に
先
立
っ
て
７

月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
２
０ 

年
のInstagram

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
当
初
よ
り
、

「
い
つ
か
自
分
た
ち
の
手
で
新
規
事
業
を
立
ち
上

げ
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
抱
え
な
が
ら
歩
ん

で
き
た
た
め
、
念
願
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
決
ま
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
の
、

本
の
制
作
と
同
時
に
動
画
用
の
台
本
作
成
、
動
画

撮
影
、
編
集
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
、
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
死
に
も
の
狂
い
で
こ
な
し
て
い
く
毎
日
。

そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
オ
ー
プ
ン
開
始
か

ら
わ
ず
か
３
時
間
で
約
１
０
０
名
の
入
会
者
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
作
り
上
げ
た
も
の
に
対
し
て
お
金

と
い
う
対
価
を
支
払
っ
て
く
れ
る
方
が
こ
れ
だ
け

い
る
こ
と
、
そ
の
対
価
に
値
す
る
何
か
を
作
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
、
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
達
成
感
を
覚
え
、
安
堵
に
涙
が
あ
ふ
れ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
はInstagram

の
み
な
ら
ず
、T

ikT
ok

やY
ouT

ube

と
い
っ

た
新
規
チ
ャ
ネ
ル
も
開
拓
し
、
さ
ら
な
る
集
客
に

つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
開
発
に
あ
た
っ
て

こ
こ
ま
で
、「
１
分
で
話
せ
る
韓
国
語
」
の
２

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
はInstagram

を
き
っ
か

け
に
、
本
の
出
版
や
事
業
開
発
な
ど
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
学
生
起
業
に
興
味
が
あ
っ
た

者
同
士
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
何
か
で
き
な
い
か
」

と
考
え
て
始
め
たInstagram

。
当
時
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
始
め
た
時
期

だ
っ
た
た
め
、
お
う
ち
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
韓
流
ブ
ー
ム
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
と
予

想
。
市
場
調
査
の
結
果
、
韓
国
語
を
体
系
的
に
教

え
て
い
る
ア
カ
ウ
ン
ト
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
そ

こ
に
目
を
付
け
ま
し
た
。

何
も
か
も
が
初
め
て
で
、
お
互
い
の
意
見
が

ぶ
つ
か
っ
た
り
、
悔
し
涙
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
「
自
分
た
ち
の
手
で
新

規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
約
２
年
半
、
切
磋
琢
磨
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
わ
ざ‟

If you w
ant 

to go fast, go alone. If you w
ant to go 

far, go together.”

（
早
く
行
き
た
け
れ
ば
一

人
で
行
け
。遠
く
に
行
き
た
け
れ
ば
一
緒
に
行
け
）

を
実
感
す
る
日
々
で
す
。
一
人
で
は
叶
え
ら
れ
な

い
夢
も
、
仲
間
と
な
ら
叶
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
歩
ん
で
く
れ
る
仲
間
と
環
境
に
感
謝
し

な
が
ら
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

1分で話せる韓国語の運営メンバー


